
循環器内科臨床研修プログラム 

 

 

１．研修施設 

 伊勢原協同病院を研修施設に選択する。 

 

 

２．研修期間 

 原則として３ヶ月とする。 

 

３．指導責任者 

 高木 俊介  内科認定医 循環器専門医 内科部長 

 大橋 成孝  循環器科医長 

 

４．研修目標 

一般目標 

基本的診断・検査法の適応について理解し、結果を解釈できるようになる 

到達目標 

カンファレンス、回診を通して疾患を理解する 

患者を通して、検査結果の意味を理解する 

患者を通して、検査の進め方を学ぶ 

心電図を判読できる 

心エコー図検査の所見を理解できる 

スワンガンツカテーテルから得られる、心疾患急性期の血行動態を理解できる 

心臓カテーテル検査の結果を理解し、冠動脈造影の読影ができる 

臨床電気生理学的検査の結果を理解できる 

基

本

的

診

断 

・

検

査

法 

心臓核医学検査の結果を理解できる 



一般目標 

基本的治療法を習得する 

到達目標 

患者を通して、心不全の治療法を体得する 

患者を通して、虚血性心疾患の治療法を体得する 

患者を通して、心臓弁膜症の治療法を体得する 

患者を通して、各種不整脈の治療法を体得する 

患者を通して、高血圧の治療法を体得する 

循環器系薬剤の特徴を理解し、適切な使用法を体得する 

電気的除細動ができる 

基

本

的

治

療

法 

対外式ペースメーキングができる 

一般目標 

基本的手技を習得する 

到達目標 

心電図が記録できる 

運動負荷検査ができる 

心エコー図検査ができる 

スワンガンツカテーテルが挿入できる 

基

本

的

手

技 

心臓カテーテル検査ができる 

 

 

 

 

 

 

 



５．経験が望まれる症状・疾患 

経験が望まれる症状 

胸痛、胸部圧迫感 浮腫 

動悸、心悸亢進 ショック 

呼吸困難 チアノーゼ 

失神  

経験が望まれる疾患 

心不全 心臓弁膜症 

心筋梗塞 先天性心疾患 

狭心症 各種不整脈疾患 

心筋症 肺高血圧 

心筋炎 動脈疾患 

心膜炎 高血圧 

感染性心内膜炎 高脂血症 

７．研修内容 

 １）外    来 指導医の補助医として外来診療に参加し、幅広い症例を経験しな           

がら基本的な診察法、診断法などを習得する。 

 

 ２）病    棟 指導医の下で入院患者の受持ち医として診療にあたる。また、指導

医の指示により、適宜当直を行い、緊急時、急変時の対応を経験する。 

 

 ３）ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ等 各種カンファレンス、抄読会、回診に参加する。 



４．研修に関する週間スケジュール 

 午前 午後 夕方以降 

月 心臓カテーテル 心臓カテーテル
心電図判読 

病棟カンファレンス

火 
運動負荷検査 

（心筋シンチグラム） 
心エコー見学 心電図判読 

水 心臓カテーテル 心臓カテーテル 心カテカンファレンス

木 病棟研修 
運動負荷検査

（トレッドミル）
心電図判読 

金 
運動負荷検査 

（心筋シンチグラム） 
病棟研修 心エコー判読 

土 外来研修   

 

 

 

 

 
 


